
学校番号 113 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 「改訂版 物理」 （数研出版） 

副教材等 「四訂版 リードα物理基礎・物理」 （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して、今までの自分の経験と学んだことを使って、自ら考え、周りの人と協

働で考える活動を行います。 

・授業を受けながら、黒板を写すのではなく、自分なりのメモを取りながら必要な情報を適宜取る

ようにしましょう。 

・授業用のノート、問題集用のノートを用意して下さい。 

問題集の問題を解く事で自分に知識がどれほど身に着いたのかを確認します。解答の後、自分で

答え合わせもしてください。もし、分からないときは、解答を見て良いが、ただ覚えるのではな

く、答えを導く仕組みを理解して確認するようにしましょう。 

・家庭学習における課題は定期的に提出してもらいます。 

 

２ 学習の到達目標 

物理的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、物理学的に探究

する能力と態度を育てるとともに、物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然

観を身につけることを目標とします。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

物理学的な事物・現象

に関心や探究心をも

ち、主体的に探究しよ

うとするとともに、科

学的態度を身につけ

ている。 

物理学的な事物・現象

の中に問題を見いだ

し、探究する過程を通

して、事象を科学的に

考察し、導き出した考

えを的確に表現して

いる。 

物理学的な事物・現

象に関する観察、実

験などを行い、基本

操作を習得するとと

もに、それらの過程

や結果を的確に記

録、整理し、自然の

事物・現象を科学的

に探究する技能を身

に付けている。 

物理学的な事物・現

象に関する基本的な

概念や原理・法則に

ついて理解を深め、

知識を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

実験レポート 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

実験レポート 

定期考査 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

実験レポート 

定期考査 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

実験レポート 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

光 光の性質  ○ ○ ○ ○ a:光にはどうして色があるのか、また

光の速さはどのようにして分かった

かについて興味・関心がある。レン

ズを使うとなぜ物体が拡大・縮小さ

れて見えたり、像を映したりできる

のかについて、興味・関心がある。

シャボン玉の膜が色づいて見える

こと、回折格子について興味・関

心を示している。 

b: 物質中を通過するときの光の速さ

や波長は真空中に比べてどのよう

になるか、また全反射はどのような

条件を満たせば起こるかが説明で

きる。レンズを通る代表的な 3つの

光線を描き、写像公式を導くことが

できる。ヤングの実験では、明線

（暗線）の間隔の大小はどのような

量に依存するかが理解できてい

る。 

c:ペットボトルの中に水で薄めたせ

っけん水を入れ、部屋を暗くして

ペットボトルの上部から懐中電灯

で照らすときに側面から見たときの

ようすを説明できる。また透明物質

の屈折率を測定する方法を理解し

ている。 

d: 光は進んでいくとき、反射、屈

折、散乱、分散を行うこと、またそ

の際にどのような法則が成りたって

いるのかを理解している。写像公

式を理解し、式の運用ができる。

回折格子とヤングの実験との同じ

点、異なる点を理解し、薄膜、くさ

び形空気層、ニュートンリングで光

が干渉する理由を説明できる。 

 

 

 

 

 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

レンズと鏡 ○ ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

光の回折と干渉 ○ ○ ○ ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 



電
場
と
電
流 

静電気力 ○ ○ ○ ○ a: 静電気はどのようにして生じるの

か、また電荷どうしが及ぼしあう力

の間にはどのような法則が存在す

るのかに興味・関心がある。電荷

の近くにある他の電荷は静電気力

を受けることに、興味・関心を示し

ている。電場の中での電荷の運動

を、重力場の中での物体の運動と

対比させて電気現象を考え、理解

していくことに、興味・関心を示し

ている。帯電体を近づけると、導体

と不導体は帯電体に引き寄せられ

る。この理由を知ることに関心を示

している。電気を蓄えるにはどのよ

うにしたらよいか、またより多くの電

気を蓄えるにはどのようにしたらよ

いかに興味を示している。 

b: 2 つの点電荷の間にはたらく静電

気力は、「クーロンの法則」によっ

て表されることを理解しており、利

用できる。電場の定義を正しく理

解している。電場の定義を正しく理

解している。静電誘導と誘電分極

の現象を説明することができる。平

行板コンデンサーの充電の仕組

みを説明することができる。コンデ

ンサーの公式が導かれる過程を説

明することができる。 

c: 帯電した棒と箔検電器を用いた

実験を行い、箔の開閉のしかたを

自由電子の動きと結びつけて説明

することができる。電場のようすを

電気力線を用いて描くことができ

る。デジタルマルチメーターを正し

く使用して等電位線を描くことがで

きる。箔検電器を用いて平行板コ

ンデンサーの電気容量の大きさは

どのようにすると変わるかを実験し

て確かめてみることができる。 

d: 「電気素量」「電気量保存の法

則」を理解している。電荷のまわり

の電場の強さや向きについて考察

することができる。コンデンサーの

公式を理解している。 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

電場 ○ ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

電位 ○ ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

コンデンサー ○ ○ ○ ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 



２
学
期 

電
流 

オームの法則 ○ ○ ○ ○ a: 電流の流れ方について興味をも

っている。直流電源と抵抗からなる

複雑な回路網があるとき、回路の

どの部分にはいくらの電流が流れ

ているか、また電流計のしくみはど

のようになっているかに興味を示し

ている。半導体に興味や関心をも

つことができる。 

b:オームの法則や電力、電力量、ジ

ュール熱の式を導くことができ、こ

正しく適用することができる。半導

体のキャリアについて理解し、真

性半導体と不純物半導体の性質

の違いを判断することができる。 

c: ガラスや火の取り扱いなど、実験

上の注意点をよく理解し、安全に

充分配慮しながら実験を行うことが

できる。電池に内部抵抗があること

を理解し、電池の端子電圧を式と

グラフで表現することができる。抵

抗率の温度係数について考察し、

サーミスターが半導体であることを

説明することができる。 

d: 電流Ｉ＝envS であることを用いて

自由電子の平均移動速度 v を求

めることができる。「起電力」と「電

圧降下」の意味を理解しており、キ

ルヒホッフの法則を正しく用いて各

種の回路計算を行うことができる。

p型半導体、n型半導体とは何か、

また半導体ダイオードやトランジス

ターのしくみとはたらきについて理

解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

直流回路 ○ ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

半導体 ○ ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 



電
流
と
磁
場 

磁場 ○  ○ ○ a: 磁石や磁気がわれわれの生活の

さまざまなところで利用されている

ことに興味を示している。導線に電

流を流すと導線のまわりに磁場が

できることに興味を示している。電

流が磁場から受ける力について関

心を示している。 

b: 磁場の中に置かれた物質がどの

ように磁化されるかを説明すること

ができる。直線電流がつくる磁場

のようすを理解した後、円形電流

がどのような磁場をつくるのかを予

想できる。フレミングの左手の法則

を用いて、電流の流れている導線

がどの向きに力を受けるかを判断

することができる。磁場中を運動す

る荷電粒子の運動がどのようにな

るかを述べることができる。 

c: 砂鉄や方位磁針を用いて、磁石

のまわりにできる磁場のようす、直

線電流や円形電流、ソレノイドのま

わりにできる磁場のようすをを調

べ、磁場の向きや磁場の強さの強

弱を判断することができる。平行電

流が及ぼしあう力を実験により確

認ができる。また、電流を流したと

き 2 本の平行導線の間隔がより大

きく変化するように工夫できてい

る。 

d: 磁気量について、磁気力に関す

るクーロンの法則や磁場の定義の

中でどのように使われているかを

通して理解している。直線電流、

円形電流、ソレノイドのつくる磁場

についての公式を使うことができ

る。「透磁率」、「比透磁率」、「磁束

密度」、「磁束」などの物理量の意

味を理解している。また、平行電流

が及ぼしあう力について、定量的・

定性的に理解している。ローレン

ツ力を応用したものに、「ホール効

果」や「サイクロトロン」があるが、こ

れらの原理を理解している。 

 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

電流のつくる磁場 ○ ○ ○ ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

電流が磁場から受ける力 ○ ○ ○ ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

ローレンツ力  ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 



 

電
磁
誘
導
と
電
磁
波 

電磁誘導の法則 ○ ○ ○ ○ a: 日常生活と電磁誘導という現象

が密接に関わっていることに関心

を持っている。単にテレビなどに使

われる電波だけでなく、光、X 線、

γ線も電磁波の一種である。その

電磁波はどのように発生するの

か、またなぜ波であるといえるの

か、に関心を示している。 

b: 電磁誘導の法則を用いて誘導起

電力の大きさを求めることができ

る。レンツの法則を用いて誘導起

電力の向きを判断することができ

る。ファラデーの電磁誘導の法則

の式を理解している。磁場は変化

すると電場を生じ、電場が変化す

ると磁場を生じる。このことが電磁

波の発生と伝搬の鍵を握っている

ことが理解できている。 

c: 渦電流の効果を実験で確認し、

その効果と電磁誘導の関係につ

いて説明ができる。 

d: 磁場を横切る導線に生じる誘導

起電力の向きと大きさを理解でき

ている。交流電圧の公式を理解し

ている。また、交流電流・交流電圧

の実効値の意味を理解している。

コイルに蓄えられるエネルギーを

表す式が導き出される過程を説明

することができる。コイル・コンデン

サーのリアクタンスについて理解し

ている。電磁波はその波長により、

ふるまいが大きく異なるので、波長

により分類することができること、高

温の物体からはその温度により決

められる波長分布の熱放射の電

磁波が出ていることを知っている。 

 

 

 

 

 

 

 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

交流  ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

電磁波 ○ ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 



３
学
期 

電
子
と
光 

電子 ○ ○ ○ ○ a: 電子がどのようにして発見された

のか、また電子の電荷や質量はど

のようにして測定されたのかに興

味を示している。病院の検査など

で使われているX線とはどのような

ものであるかに関心を示している。

波動性と粒子性をあわせもつ二重

性について、興味・関心を示して

いる。 

b: 陰極線の正体が電子線であった

ことの歴史的過程が理解できてい

る。また、電子の比電荷の値を求

めた J.J.トムソンの実験のしくみが

理解できている。光電効果の実験

結果を、光量子説により説明でき

る。X 線の発生機構が理解できて

いる。また、発生する最短波長を

求める式を導き出す過程が説明で

きている。電子顕微鏡のしくみを説

明できる。 

c: ミリカンは、測定された油滴の電

気量をもとにどのようにして電気素

量を決定したのかを理解してい

る。 

d: 電子の比電荷の値と電気素量よ

り、電子の質量が 9.11×10-31kg で

あることを算出することができる。

「電子ボルト」という単位の意味を

理解している。X 線回折における

ブラッグの条件について理解して

いる。質量をもった粒子がある速さ

で運動しているとき、この物質波の

ドブロイ波長を求めることができ

る。 

 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

光の粒子性 ○ ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

X 線 ○ ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

粒子の波動性  ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能    d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


